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5．相川の近代化遺産群  
図5－1新潟県管轄佐渡国雑太郡相川金銀山精練所建物一覧全図   
図5－2 佐渡国鉱山製銀所之図   
設された鉱山施設について、どのような施設が残っているかについ   
て調査を行う。更に、近代の鉱山遺構が集中している地域について、   
主要な建造物について個別的な調査を行う。これらの結果を基に、   
鉱山遺構の分布状況、及びそれらが構成している景観についての分  
析を行う。そして、結論として、相川町に残る鉱山遺構について、  
今日的な意味と活用の可能性についての提案を行う。以上が本章の   
主要な構成である。   
5．2近代の佐渡鉱山について   
5．2．1幕末・明治初期の佐渡鉱山   
佐渡鉱山の近代化は、既に幕末に始まったと言えよう。慶応3年  
12月、徳川幕府は外国人鉱山技師、ガワー（GOWER，ErasmusH．  
M．）（1）を用い、洋式技術の導入によって佐渡鉱山の近代化を図ろう   
とした。しかし、ガワーの滞在期間は、凡そ3ヵ月と短く、慶応4  
年3月、徳川幕府の瓦解により、ガワーは江戸に引き揚げたのであっ   
た。  
幕末にガワ一によって移植された技術については、爆薬による坑  
道の開削、竜吐水（地下水の汲み上げ用ポンプ）の設計といった、限   
られた範囲の洋式鉱山技術であったとされる。（2）しかし、このように   
限られた範囲とはいえ、佐渡鉱山には長崎や横浜のように、既に幕   
末において西洋技術の移植が行なわれた場所の一つだった、と指摘   
を行う必要があろう。   
維新直後の一時期、新政府はまだ鉱山行政を確立し得なかったと   
5．1はじめに  
本章は、相川町に残る幕末・明治初期から第二次大戦までの間に   
建設された産業・交通・土木に関する建造物、所謂近代化遺産（建   
造物等）について行った調査の報告である。各章で触れられている   
ように、相川町は佐渡鉱山の鉱山都市として発達したという歴史的   
な経緯を有する。従って、本章で扱う相川町の近代化遺産とは主と   
して旧佐渡鉱山の遺構を言う。  
一般に、佐渡鉱山は、江戸期の鉱山の姿が強く認識されているに   
違いない。しかし、佐渡鉱山は江戸期にのみ重要な鉱山だったとい   
うわけではない。幕末・明治以降もわが国屈指の鉱山として、近代   
化がはかられ、様々な近代的な鉱山技術が移植された場所であった  
のである。また、この鉱山の歴史は平成元年まで継続しており、こ   
の年まで鉱石の採掘が行われ、鉱山としての活動は続けられてきた。  
明治以降の佐渡鉱山は近代鉱山としての開発が行われ、発展を遂   
げてきた。そして、そこには坑道等の地下構築物のみならず、様々   
な地上施設が建設されたのだった。  
現在、相川町を中心とする地域には、近代佐渡鉱山の遺構が数多  
く残っている。そして、他の歴史的蓄積を有する地域とは異なった   
相川町独特の景観を構成している。   
本章では先ず、近代佐渡鉱山の発展過程について述べる。そして、   
その過程の中でどのような近代的建造物が佐渡鉱山に建設されたの   
かを明らかにする。次に、幕末・明治初期から第二次大戦以前に建  
β0  
明治24年頃製煉所実景  
鉱山帝室財産に編入 式典の国   
展過程より見て、製錬の拠点としての北沢地区の基礎が据えられた   
のはこの時代と見て良いだろう。  
図5－3 佐渡鉱山之図   
言えよう。この時期、佐渡鉱山を所管する官庁自体がめまぐるしく   
変わった。   
『工郡省沿革報告』（3）によれば、工部省鉱山課は、明治元年2月に  
設立された鋼会所を発端とすを、とされる√鋼会所は2年閏む月会  
計官に属し、その後鉱山局、鉱山司等と様々に名称を変えた。同2   
年7月、会計官の廃止により大蔵省が鉱山司を所管し、8月、民部   
省が所管することになった。以上のような様々な変遷を経た後、明  
治3年間10月の工部省の設置により、ようやく工部省の下での継続   
的な鉱山行政が始まったのである。  
佐渡鉱山の官営化は早く、新政府が成立してまもなくの明治2年   
4月に行なわれた。5月20日、旧金座役所跡に佐渡鉱山司を設置し   
た。そして鉱山司知事足立忠次郎を佐渡に派遣し、経営の準備に当   
たらせたのだった。  
同年同月、鉱山司は前述のガワーを雇い入れ、再び佐渡鉱山の開   
発にあたらせた。ガワーは佐渡鉱山について検討を行い、製錬方式   
を洋式に改めることにしたとされる。明治3年8月、ガワー及びス   
コットによって洋式の鉱山機械の据え付けが行なわれた。  
このように、佐渡鉱山では明治のごく初期から、近代鉱山として   
の整備が行なわれた。しかし、この時期にいかなる地上施設が建設   
されていたかについては、今回の調査では明瞭にしえなかった。  
また、その最初期の製錬施設の建設場所に関しても、『佐渡金銀山   
史話』には、「新工場の位置は濁川に沿うて弥十郎町の一角」（4）と、   
記されているが、その根拠は明らかではない。しかし、その後の発  
jT2「2エ部省時代の佐渡鉱山   
明治3年間10月、前述の如く工郡省が設置され、鉱山行政はこの   
省を中心として本格的に行われるようになった。これに伴い、佐渡   
鉱山は工部省佐渡出張所と称された。  
工郡省時代の佐渡鉱山の開発は、そのほとんどの時期を通じて、   
主として外国人技術者によって行われたと言えよう。初期には、ガ   
ワ一によって構想された開発方針を踏襲したが、  
「（3年8月に）米国ヨリ購求スル製鉱器械」は「此試験好結果ヲ得  
ス六年二月四日旧製煉二復シ『ガハール』ヲ帰京セシム」   
とされ、彼の製錬方法は失敗であったとし、この為にガワーは更迭   
されたとする。（5）  
その後、6年5月、ゴッドフレーの建議によって、溶鉱炉を建造  
することにし、7年5月、第一製鉱所中に溶鉱炉の建設を行なった。  
この後、（ジェニンが建議したとされる）溶鉱炉の採用など、着々と   
近代鉱山としての施設が整えられてVゝった。   
この、工部省時代の佐渡鉱山の諸施設について、明治17年5月、   
会計局少書記官紅林武治は、次のように報告している。  
「坑場ハ大里坑大切坑鳥越坑ノ三坑ハ官行場こシテ百枚坑ハ受負   
稼トスソノ産出品ハ金合銀坑ナリ所属工場ハ採鉱所、選鉱所、鍛冶   
場、大工場こシテ製鉱所々属工場ハ温渾場、汰淘場、錆鉱所、（鍔鉱  
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図5－4 世界有名佐渡大鉱山現時御礪業之模型 明治27年  
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（1902平沢象二郎『佐渡鉱山報告』）  
でを御料局時代という。  
この時期、佐渡鉱山の開発は外国人技術者に代わり、大島高任、   
渡辺渡など日本人技術者が中心となって開発が行われた。この佐渡   
鉱山の開発方針を決めたのが、大島高任とされる。（8）  
この時期になされた主要な事業は『佐渡金銀山史話』（9）によれば、   
・架空索道を架設す：明治20年  
・新里坑（高任坑）の閲覧：明治21年頃   
・淘汰工場：明治20年末   
・鋼選鉱場と熔鉱場：明治22年  
・道遊露頭の採掘：明治19年夏頃より開始  
・高任坑の竣工と命名：明治22年5月   
・高任選鉱場：明治23年運転開始  
・間ノ山鴇鉱製錬所：第一工場・明治24年完成、第二工場・明治26  
年完成   
・沈殿製煉場：明治24年   
・大間港の完成：明治25年   
とする。  
以上のような、地上施設がこの時期に佐渡鉱山では、続々と建設   
され、本格的な近代鉱山としての姿を整えていったのだった。  
御料局時代の佐渡鉱山の鉱山施設の様子を示した図及び写真は、  
かなりの数が残されている。その内、年代等において明瞭な資料は、   
『佐渡国鉱山製銀所之図』（明治23年5月）（図52）（10）、『佐渡鉱   
山之図』（同年同月）（図53）（11）である。また、年代の確定でき   
所、付属調合場、分銀炉丹響製造所、南蛮絞場、汽開場）焼鈍場、   
反射炉、煤炭竃、分析所ナリ 云々」（6）   
即ち、工部省末期の明治17年においては、大立坑・大切坑・鳥   
越坑及び百枚坑に於いて採鉱が行なわれ、そこに採鉱所等が建設さ   
れ、製鉱所には混預場を始めとする、様々な施設が建設されていた  
と記される。この様々な製錬施設は北沢の谷間の地を造成した場所   
に建設された。  
この工部省時代の建造物の具体的な状況を示す資料として、『新潟  
県管轄佐渡国雄太郡相川金銀山精錬所建物一覧全図』（図5－1）が   
ある。（7）これによれば、  
「明治一二年酉三月二日弥十郎町裏手こ［コ見取其後一四年⊂］七月一  
七日並建物ヲ入ル」   
とされ、弥十郎町の裏手、即ち、現在の北沢の一角に建設された洋  
風建造物による製錬施設を示している。明治14年頃の北沢には、濁   
川を挟んで、すでに洋風の建造物が立ち並んでいたのだった。  
5．2．3．御料局時代の鉱山施設  
明治18年12月、工部省は廃止された。この年11月、幕末から活躍   
した洋学者であり、既に釜石製鉄所の建設などに実績のある大島高  
任が佐渡鉱山局長に就任していた。工部省廃止後、佐渡鉱山は、一  
時、農商務省、大蔵省が所管したが、明治22年より皇室財産に編入  
され、宮内省御料局の所管となった。本稿では、工部省廃省後の明  
治18年より、佐渡鉱山が三菱合資会社に払い下げられた明治29年ま  
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図5－6 佐渡鉱山全図（1911）（堀部英『佐渡鉱山冶金報告』）  
ぬ写真ながら、写された内容より見て、ほぼこの時期と考えられる   
「明治24年頃（御料局時代）の製煉所実景」（郷土博物館蔵）（写   
真）、「明治22年4月1日 鉱山帝室財産に編入 式典の図」（同前）  
（写真）がある。さらに、かなり概念的な図ながら、「事業補益 世   
界有名佐渡大鉱山現時御疎業之模型」（明治26年）（図5－4）があ   
り、採鉱及び運搬のシステムを表している。  
以上のような資料及び、図版等から見て、御料局時代の佐渡鉱山  
は、「大立」、「大切」、「高任」等の各坑口から鉱石を取り出し、選鉱   
を行ったのち、トロッコに載せて北沢まで運び出していた事が分か   
る。北沢の沢添いの地域は大規模な整備が行われ、製錬施設が建設   
されていた。そして、この開発によって余った土砂は、架空索道（ロー   
プウエイ）によって海岸まで運び、大間港の築港に使用したのであ   
る。（12）   
御料局時代に佐渡鉱山の近代鉱山としての基本的なシステムが形  
成され、また、北沢の南側斜面を階段状に造成し製錬施設を建設す   
るといった方向性が確立されたと考えられる。  
も可能であろう。閉山後、同社系の「株式会社ゴールデン佐渡」に  
よって旧鉱山跡を利用した観光事業が現在は行われている。  
三菱時代の佐渡鉱山では、．採鉱と製錬の両事業が行われていた。  
製錬が実質的に行われなくなったのは第二次大戦後であり、前述の   
如く採鉱は戦後も継続され、平成元年まで行われたのである。この   
採鉱の中止という時点をもって、佐渡鉱山は純然たる鉱山活動に一   
応の終止符を打った。現存遺構の内、最も多いのはこの三菱の経営   
時代に建設された鉱山施設である。  
明治末までの佐渡鉱山について、『佐渡鉱山説明書』（13）は主要な鉱   
山施設の状況を次のように述べている。  
「二十九年十一月 三菱合資会社払下ヲ受ク 徳弘為章支配人タリ  
鉄索ヲ延長シテ高任二及ブ   
水力電気ヲ起シ各工場ノ点灯用トス   
鴇鉱所ヲ増設シ又大立選鉱所ヲ改築ス   
沈殿場ヲ拡張シ又各工場及社宅二電話ヲ架設ス  
大立及抵鉱聞こ［コ鉄索ヲ架ス  
付属病院ヲ新築ス 五月更二燐鉱ヲ拡張シ  
三十二年二月   
三十三年十一月   
三十四年九月   
三十五年五月  
三十六年二月   
三十七年二月  
5．2．4三菱時代の鉱山施設   
荷室財産として御料局が経営していた佐渡鉱山は、明治29年11月  
1日、払い下げにより三菱合資会社の経常となった。これによって、   
佐渡鉱山は官営鉱山としての歴史を閉じ、民間会社の経営する鉱山   
となった。  
三菱による佐渡鉱山経営は以降、現在まで続いている、と見る事  
八月キッス沈殿法ヲ廃シ青化法ヲ採用ス  
九月混渾製錬法ヲ廃ス   
三十九年十二月 泥鉱青化法成就シ清澄濾過二法ヲ併用ス  
四十年九月  砂鉱青化法ノ拡張成ル   
四十一年九月  高任大立両選鉱場ノ拡張成ル   
同年十一月  抵鉱所ヲ拡張（以下略）  
＆ヲ   
大正10年頃の北沢（明治42年頃と大体変わりなく  
不用の建築物がとりこわされている程度）  
同年同月  新発電所ヲ設ケ（中略）従来各工場二散在セル  施設の設計図が上記の「実習報告書」に掲載されている場合もあり、  
詳細な内容まで分かる施設もある。（図5－7）（ユ6）   
大正期以降の佐渡鉱山の発展について『三菱鉱業社史』（17〉に基づ  
き概鼻を述べれば、Jl佐渡鉱山は）明治末剋ごろまで旦内埠金山旦  
第一級に位し」たが、「大規模鋼製煉所や新興金山の出現によってそ   
の地位は低下した」とし、設備の更新や拡張によって生産を維持し   
たとする。  
佐渡鉱山の鉱山施設の大幅な更新が行われたのは、昭和初期とさ   
れる。この時期、金の増産は国策とされ、佐渡金山も浮遊選鉱法の  
採用など、新施設の建設が行われた。この時期の状況を『三菱鉱業   
社史』は、  
昭和7年 泥鉱青化製錬場の廃止 浮遊選鉱場のパイロットプラン  
トの建設  
12年 浜石の採集  
13年 浮遊選鉱場の拡張11月より操業開始   
14・15年 大間湾頭に火力発電所の建設  
18年 （第二次大戦中）金山を整備 軍需物資の生産に代える  
∈れ壁とをなり埠鍵堕苛化場の廃止  
と述べる。このように従来の製錬施設を取り壊し、浮遊選鉱場建設   
を中心とした施設の更新が昭和初期に行なわれた。この選鉱場は当   
時最新の設備を持つものであった。また、この選鉱場の鉱石処理能   
力は佐渡鉱山の採鉱量を上回っており、相川町市街地沿岸部の浜石   
を採集して原料とした。（1B）   
蒸気原動機ヲ廃シ（坑内ハ末シ）誘導電動機こ  
改メテ云々（中略）坑外ノ設備漸ク整ヒタレバ爾  
「後榔簡巻揚ノ動力チ改ナテ坑内専業ノ進歩チ誰  
り更二戸地川ノ水流ヲ利用シ水力電気ヲ起シ  
云々・・・」   
このように明治末頃の佐渡鉱山は、官営時代に設定された採鉱・製  
錬のシステムを引継ぎ、拡張して設備の近代化を行った。この内、   
特に、製錬において青化製錬法に変えられたこと、及び動力を電気  
に変更した2点をもって、この時代の顕著な設備の更新とみること  
ができる。  
この時期の佐渡鉱山については、年代の特定できる写真及び図面   
がかなりの量が残されている。中でも、数多くの東京帝国大学採鉱  
及冶金学科の学生が佐渡鉱山で実習を行なっており、その実習報告  
は竣工年代の確定及び鉱山施設の特定において良好な資料となる。   
明治35年に採鉱及冶金学科に提出された、平沢象二郎「佐渡鉱山  
報告」（14）に掲載された付図、「GeographicalMapofSado（orAik－  
mナMhe上（図5、5〕及び、堀書臣英による明治44年の浦佐渡鉱  
山冶金報告』（15）の付図「佐渡鉱山全図」（図5－6）には当時の鉱山  
施設及びその配置が描かれている。  
また、相川郷土博物館に所蔵されている写真（明治42年頃とされ   
る）（写真）ほか、この時代の鉱山施設を示す写真のかなりの数が残っ   
ている。また、この時代の施設については、鴇鉱所等、個々の鉱山  
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表5－1現存鉱山遺構一覧（主要なものを掲げる）  
地区  名称   備考   
大  
立   戦後の建設か？  
ゴールデン佐渡   鉱山博物館として旧抗道等を利用   
高  
任   史跡的な山の形状  
鉱山神社  
道遊抗  
高任抗  明治22年竣立  
高任竪立巻き上げ機   当時の物にあらず  
軌道（レール）   近年まで使用  
トロッコ   同上  
佐渡鉱山機械工場   同上  
工作機械   佐渡鉱山機械工場内にあり  
煉瓦基礎   煉瓦の基礎のみ残る   
間  一連の選鉱施設   複数の建桝こより構成近年まで操業   
ノ  鉱車   近年まで使用   
山  アーチ橋（NGl）   明治37年建造の銘版が付く  
アーチ橋（NG2）   上記と同一時期か  
間ノ山鳩鉱所跡（1）   基礎部のみ残る 実測できず   
問  アーチ橋（No．3）   大幅に改修   
ノ  基礎部のみ残る   
山  
同上（恥．2）  
北  
沢  
間   
北  旧北沢選鉱所跡   石垣基礎のみ残る 明治末建設？   
沢  北沢浮遊選鉱所（2）   昭和13年建設、基礎のみ残る  
シックナー   昭和初期に建設  
旧発電所  明治41年竣現在ゴルフ練習場事務所  
に使用  
濁川護岸  石積み護岸  
石積み基段  
インクライン跡  コンクリート構造物  
旧御料局佐渡支庁跡   旧御料局佐渡庁舎の場所という  
旧鉱山事務所   昭和期に建て替えか？  
旧御料局佐渡支庁   明治期末以前  
旧第四銀行相川支店   近年この場所に移築された  
煙突基部   基部のみ残る   
大  倉庫（恥．1）   煉瓦造   
間  倉庫（恥．2）   煉瓦造  
倉庫（恥．3）   木造  
倉庫（No．4）   木造  
発電所   昭和15年基礎のみ残る  
大間港（3）   明治25年  
大間港護岸   同上かなり改修される  
トラス橋   鉄製  
ローダー橋脚   昭和初期建設   
そ  
の  本体は江戸期に開墾  
他   
鉱山長住宅  
旧相川区裁判所  明治21年竣工  
煉瓦塀  フランス横風  
鐘桜  
奉行所跡  
相川中学校校舎  
御帯刀坂  
ゼームス・スコット夫人の墓  
大山示氏神社  
鳥居  鉄筋コンクリート製明治44年  
千畳敷   昭和初期  
旧相川税務署   昭和6年竣工  
戸地川第2発電所   大正7年竣工  
水力発電装置   エッシャーワイス社製大正2年の  
銘板あり   
（1）問ノ山 旧梅鉱所跡  
（2）北沢 選鉱所遺構  
（3）大間 旧大間港  
（4）その他 戸地川第2発電所  
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この大正期から第二次大戦以前の佐渡鉱山については、図面及び  
写真があり、主要施設の状況を知ることができる。（写真）（19）  
地に旧鉱山社宅等の関連施設が散在しており、戸地川流域には旧水   
力発電所の遺構（戸地川第2発電所）が残っている。（図5－8）  
前章で述べたごとく、佐渡鉱山の採鉱及び製錬といった基本的な   
近代鉱山としてのシステムは明治初期に確立されていた。佐渡鉱山   
ではこのような初期に設定されたシステムを踏襲しつつ、前記の「大   
立坑」、「高任坑」と言ったヨ采鉱及び製煉の拠点となった地域におい  
て、頻繁に設備の更新が行なわれてきたのである。   
従って、本稿ではこれら拠点となる地域の遺構を中心に、現存鉱  
山施設の状況を述べることとする。  
5．2．5 まとめ  
以上のように佐渡鉱山は明治初頭から近代鉱山として開発が行わ   
れ、様々な地上施設が建設されてきた。また、採鉱・製錬にはそれ   
ぞれの時代の最新の技術が用いられた。そして佐渡鉱山の基本シス  
テムは大立・高任と言った内陸部の坑口から北沢に鉱石を運び、こ  
こで製錬を行なうという初期に設定されたシステムが長く踏襲され  
たのである。しかし、鉱山技術の技術的進歩に応じ、そこに建てら  
れた地上施設は幾度となく更新された。従って、現存する近代の佐  
渡鉱山の遺構は、それぞれの地域に様々な時代の遺構が混在し、還  
存していると考えるべきである。  
5．3．2北沢地区   
前述のごとく、北沢地区は製錬の拠点であり、明治初期から第二  
次大戦中まで頻繁に設備の更新が行われてきた。現在、この地域で  
確認できる遺構を揚げれば、「浮遊選鉱場・シックナー・発電所・煙  
突基部・インクライン」等の直接的な製錬施設の遺構、「事務所3棟  
（現 相川郷土博物館）」等の建築物、及び「河川護岸・造成地盤」  
等の基盤構築物の遺構等である。   
北沢の現状及び、諸建造物の配置状況を（図5－9）に示す。こ  
の図のように、北沢の中央を濁川が貫流する。沢の周囲の山腹は樹  
木に覆われ、南側斜面に大規模な浮遊選鉱所の遺構が遺存する。ま  
た、川の両側に開かれた平地には旧事務所（現郷土博物館）、旧発電  
所の建物等、近代に建設された鉱山施設の遺構が数多く残っている。   
個々の建造物等について、その建設年代確定の根拠を中心に述べ   
5．3鉱山遺構について   
5．3．1遺構の現存状況   
近代の佐渡鉱山で建設された地上建造物の遺構は、相川町に数多  
く現存している。明治初頭から第二次大戦以前に建設された鉱山施  
設と思われるものを挙げれば（表5－1）のようになる。その分布  
状況について述べれば、「大立」、「高任」、「間ノ山」、「間ノ山一北沢」  
間、「北沢」、「大間」、となり近代に設定された佐渡鉱山の採鉱及び  
製錬の拠点、及びその運搬路に集中している。この他に相川町市街  
β6  
し■・一」    ノ     ／■‾【．／  
1冥）  a）：）  Z9）  貰沿  王か  ん（沿  
上 
図5－9 北沢の鉱山遺構配置図  
往時の浮遊選鉱所  
（『佐渡金銀山史話』より）  
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図5－11a 旧発電所実測立面図  
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図5－10 浮遊選鉱所跡実測立面図   
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図5－11b 同立面図  
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図5－12a 相川郷土博物館（A）建物実測立面図  
図5－12b（A）建物実測平面図  
図5－131）（B）建物2階平面図  
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図5－13a 相川郷土博物館（B）建物実測立面図  
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図5－13c（B）建物1階平面図  
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図5－14 北沢の地形と遺構  
明治期の北沢（現存する発電所遺構、明治41年の建物が  
写っていないことから、これ以前の写真と思われる）  
往時の高任抗と道遊割戸（㌻佐渡金銀山史話1より）  
のぼるものと思われる。現在知り得る資料中、建造物（B）の年代の推  
測がつくものは左上の写真である。この写真に旧発電所が写ってい   
ないことから見て、発電所の建設以前、明治40年以前に（B）の建設年  
代はさかのぽるものと考えられる。今回の調査では本写真以前の明  
瞭な資料は見いだせなかったが、建造物自体の形式は古く、それ以  
前に建設された可能性もありえる。  
（4）シックナ一等の鉱山施設：北沢には上記の他、・シックナー、・イ   
ンクライン等の建造物、・旧製錬施設の基段、・濁川護岸、等の旧製  
錬遺構が残っている。今回の調査では、これら遺構の建設年代の全  
ての確認ができたわけではない。おおよその年代を述べれば、シッ  
クナーは浮遊選鉱場の付属施設として、昭和初期に建設されたと考  
えられる。旧製錬施設の石積みの基段は、左下の写真等より判断し  
て、明治末には完成していたと考えられる。  
北沢地区ではこれらの一連の遺構が残っており、周囲の地形とあ   
いまって、鉱山施設が形成する特異とも呼び得る景観を構成してい   
る。（図5－14）  
明治末の北沢とされる  
れば以下のようになろう。  
（1）浮遊選鉱所跡：本施設は昭和13年に完成。（20）鉄筋コンクリート構   
造。竣工時には鉄製の大屋根が掛かっていた。現在は、この屋根及   
び機械装置は撤去され、鉄筋コンクリートの構造体のみが残ってい   
る。（写真）（図5－10）   
（2）旧発電所：明治41年頃の建設と考えられる。（21）コンクリート造煉   
瓦張り構造か（確認できず）。現在ゴルフ練習場事務所として使用。   
内部は大幅に改造されている。（図5－11a、b）   
（3）現相川町郷土博物館建物：郷土博物館の構内には3棟の木造建築   
q勿がある。（A）：（図512a、b）（B）：（図5－13a、b、C）   
及び（C）  
これらは現在、相川郷土博物館及び資料館として使用され、同一の  
敷地の中に建てられている建造物である。   
（C）：（資料室）に関しては、戦後旧第四銀行の建物を移築した建物   
であり、元からこの場所に建てられていた鉱山施設ではない。   
仏）：（相川郷土博物館）の建物は現在展示場及び事務所として使用  
されており、もとの鉱山事務所とされる。この建物の位置は御料局  
庁舎の他、この場所に建設されていた事務所位置と対応する。しか  
し、大正期の写真に見る鉱山事務所は現在の形とかなり異なってい   
る。この建物は、昭和初期に新築されたか、従来の建造物の部材転   
用を行うなど、この時期に大幅な改築がなされたものと思われる。   
（団：（同上博物館建物）は、旧御料局庁舎と伝えられる。細部の納   
まりや構造方式等から見て、建物（朗よりも、かなり建設年代はさか  
5．3．3高任地区   
明治22年5月、新しく完成した新里坑は「高任坑」と命名された。  
この竪坑と周辺の地域は、この後、佐渡鉱山の採鉱及び選鉱の拠点   
の一つとして、様々な施設が建設されてきた場所である。  
現在、この地域に残る遺構は、「高任坑」（ただし縦穴のみ）、「道   
遊坑（坑口）」、「機械工場」、などがあり、また、「鉱山神社」、「道遊  
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図5－15 大間港実測平面図  
山割戸」、「旧火薬庫」といった周辺の遺跡・遺構がある。   
しかし、本地区に建設されていた鉱山施設、例えばP92の写  
真に見られるような、巻揚げ機、櫓、動力室などといった、主要  
な地上施設はほぼ撤去さ才［て↓ゝるF視存する［機枝工場」軋本格的  
な建造物と言いがたいものである。つまり、高任坑周辺は地上建造  
物に関しては、北沢のような特徴は見いだし得ない。   
しかし、大島高任を記念して、竪坑を高任坑と名付けた様に、こ  
の地域一帯の開発は大島高任に率いられた日本人技術者によって行   
われ、御料局時代の佐渡鉱山開発の象徴となった地域であった。し   
たがって、この地区に関してはこの高任坑や同じく近代の佐渡鉱山   
開発の跡を物語る道遊の割戸など、採鉱の状況を示す史跡に意義を   
見いだすべきであろう。   
また、高任地区と間ノ山の間には、選鉱場、損鉱所跡、アーチ橋   
などの遺構が残る。このうち選鉱場は平成元年の採鉱中止暗まで使   
用されていた施設と考えられる。更に、旧聞ノ山損鉱所は既に、明   
治24年に場所に建設されたとされるが（22）、現在の遺構がこれに該当  
するものかは今回の調査では確認できなかった。アーチ橋について  
は3橋あり、その一つに明治37年架設の銘板が付され、年代を確認   
できる。  
れば、  
「相川大間の築港工事は、北沢製錬所敷地の造成と関連して、切取  
り土砂を索道で運び一九年に着手されたのであったが、二十五年一  
月匡至フヱ漸く竣工を見た。その間数回波浪のために挫折したが、  
二十四年東京より服部長七を招いて工事を進めた。大間港埋立地に  
は倉庫数棟を建設し需要資財の受け入れ場所とした。石炭の如きも  
若松或いは油戸より二見港に回漕し、二見より辟積として曳船に   
よって大間に揚げた。」（23）   
とする。   
この大間港については、飯塚一雄が既に取り上げており、服部長   
七による本格的なコンクリート使用以前の工法、「たたき工法」に  
よって建設された港である、との指摘が行われている。（24）また、飯   
塚は「主要構造物には明らかに人造石工法の特徴を認めることがで   
きる。」と述べる。  
大間港の現状は、実測図（図5－15）に示すように、特徴のある  
瓢箪形に作られている。この中央のくびれの部分に辟を着け、貨物  
の昇降をしたものと考えられる。また、荷揚げ機の遺構と考えられ  
る、トラス構造の橋梁（図5－16）が遺存している。（この竣工年に   
ついては確認できず。）  
実測に対応する港形状は、明治35年に提出された「実習報告   
書」（25）（図517）に明瞭に描かれており、本港の形状を確認し得  
る資料となる。本図及び飯塚の考察より見て、服部長七によって建  
設された創設時（明治24年）の大間港のかなりの部分が遣存してい   
5．3．4大間地区   
大間港は、北沢の製錬所建設に伴い、地盤造成のために余った土  
砂を利用して建設された港と言われている。『佐渡金銀山史話』によ  
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図5－16 トラス構造の橋梁  
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5－17 明治35年の大間港（平沢象一郎『佐渡鉱山報告』）  
ると考えられる。  
ただし、昭和初期に建設された鉱石運搬用の鉄筋コンクリート製   
ローダー基礎建設の際に、港の改修が行われた可能性がある。また、   
このたたき工法と呼ばれる表面石づみの部分についても後に補修さ   
れた形跡がある。したがって、現在の大間港は明治24年の築港時の  
基本形状が保たれている、という表現が適切であろう。しかし、こ   
の港の形状の近代港湾は他にほとんど見られぬものであり、またた   
たきによる構築物の数少ない遺構である。大間港の旧護岸堤は、近  
年、海蝕によって旧護岸の一部が破壊された。この改修はコンクリー   
トによって行われているが、この構築物の歴史的意味を考慮した補   
修が行われるべきであろう。  
大間港の周辺には、旧発電所跡（昭和15年）があり、また煉瓦追   
及び木造の倉庫数棟が残る。しかし、今回の調査ではその竣工年代   
を確定できなかった。  
的に述べれば、江戸期の鉱山掘削技術を示す重要な遺構と言うこと   
ができよう。この疏水は近代の佐渡鉱山においても使用され、疏水   
出口部分が石積みのアーチ状に改修されている。  
千畳敷は、浜の岩場を利用して作られた海浜施設である。昭和初  
期に建設された鉄筋コンクリート造の橋が、海岸と千畳敷と呼ばれ  
る岩礁を繋いでいる。このような構造物が建設されたのは、佐渡鉱  
山の従業員の慰安のためとされる。（26）現代的な表現をとれば、企業  
のリクリエーション施設と言うことになろう。これも、産業遺構の  
一部であると考えられる。  
戸地川第2発電所は、『佐渡鉱山説明書』中に示される「第八草 将  
来ノ計画」に対応する施設と考えられる。同書によれば、明治末に  
佐渡鉱山では動力の電化を計り、戸地川を利用して水力発電を行う   
計画を立てたとされる。現在、この発電所の内、旧戸地川第2発電   
所、の建物、及び発電機、水車等の設備が、確認される。建造物は   
木造の平屋建て、であり、内部にエッシャー ワイス社製の発電装  
置を有している。この、銘盤には、1913年の年号が記されており、   
本発電装置はおそらくこの年に製作されたと考えられる。また、発  
電所は「実習報告」（27）より、大正7年に完成した事が分かる。  
5．3．5その他の鉱山遺構  
一地域に集中する主要な遺構は、以上のようなものである。しか  
し、上記以外にも数多くの近代佐渡鉱山の遺構が相川町市街地及び  
周辺の地域に散在している。現在、把握しえる主要なものをあげれ  
ば、旧鉱山住宅、社宅、南沢疏水坑、千畳敷、戸地川第2発電所等   
である。  
南沢疏水は江戸期に掘削され、坑道湧水排水用の水抜き穴とされ   
る。この江戸期の疏水工事については、本項では詳細は略す。結論  
5．3．6 まとめ  
以上のごとく、相川町を中心とした地域には、かなりの数の近代   
の鉱山遺構が残っている。これらは、完全な形を保つものは少なく、   
また必ずしも建設年代が確定できるものばかりではない。  
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図5－18 佐渡鉱山のシステムの変化   
5．4．2遺構の分布状況   
前出の図（図5－8）より、現存建造物の分布状況を知ることが  
できる。この図の各点は、戦前に建設されたと考えられる遺構を示  
している。個別の建造物の竣工年に関しては、第二次大戦以前に建   
設されたことはほぼ確実であるが、その全部に関して厳密な考証を  
加えているわけではない。この図は、相川町に残る近代鉱山遺構の  
分布状況の概要を表現したものである。   
この鉱山遺構の集中度を表した図によれば、集中度の高いのは「高  
任坑周辺」、「北沢」、「大間港」の各地区である。前節では近代の佐  
渡鉱山は採鉱・製錬の拠点を設け、それを繋ぐシステムが継承され   
たという指摘を行った。この図より読みとれる遺構の分析状況は、  
このシステムと明瞭に対応している。ただし、かつての採鉱・選鉱   
の拠点であった「大立坑」周辺に現存数が少ないのは、この地域が   
近年鉱山博物館としての開発が行われ、それに伴って地上施設が撤   
去されたためと考えられる。  
幕末・明治初頭に設定された各採鉱・製錬の拠点は、施設及び設  
備の更新が頻繁に行われ、鉱石の運搬システムも、索道、鉱車と時  
代によって変化した。各時代のシステムを「実習報告」等に基づき、  
概念的に表したのが（図5－18）である。この図からも、佐渡鉱山   
の基本的な基盤構造は踏襲されていったと言う事ができよう。  
しかし、これまで行われた近代の産業・交通・土木に関する近代   
化遺産調査の結果から見ても、この佐渡の鉱山遺構のように一定の   
地域のなかに、数多くの鉱山遺構一近代化遺産が残る地域は、数少   
ない。  
今回の調査では、できる限り正確な竣工年代を調査したが、鉱山  
施設の頻繁な建て替えのために重要と思われる遺構について年代の  
特定をし得なかったものもある。   
例えば、問ノ山の旧税鉱所跡は大幅な取り壊しが行われ、また傾   
斜地のため実測調査等ができず、正確な年代の確定はできなかった。   
このような近代の鉱山遺構は相川町の近代の通産として、無視で  
きぬ位置をしめていると言えよう。そして、その分布状況は、鉱山  
施設としてのシステムに密接に対応しているのである。   
5．4近代化遺産群としての構成と特徴   
5．4．1分析の方法  
これまで、「（1）．近代の佐渡鉱山の発達を軸に、どのような施設が  
建設されてきたかの検討。（2）．現存建造物について、その竣工年な  
どの歴史的な位置付け。」という、2点について、実証的な観点から  
論述を進めてきた。つまり前章までは、主として近代の鉱山遺構の  
個々の意味性について論じたといえよう。   
この章では、以上の近代佐渡鉱山の発達及び、遺構についての調   
査に基づき、佐渡鉱山の遺構が群として存在するときにどのような   
構成と特徴を有しているかについて述べる。  
5．4．3各拠点における遺構の分布状況   
次に、個々の拠点における遺構の分布、及び景観的特徴を述べる。   
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図5－20 北沢の現状概要  
以上のような建築物と産業遺構によって構成される北沢地区の景   
観イメージを図化したのが（図5－21）（図5－22）である。このよ   
うに、郷土博物館を中心とする建造物によって形作られた景観と、   
沢の奥まった部分にある、浮遊選鉱場及びシックナ一等の直接的な  
生産施設の遺構とが作り上げる景観、この二種類の景観的特徴をこ  
の地区は有している。  
（3）大間地区：相川町市街地の海岸線は、近年の土地造成及びコンク   
リート造の護岸建設によって、かっての石造護岸の景観は殆ど失わ   
れてしまった。これは大間港周辺においても同様で、木造及び煉瓦  
造倉庫や大間港が遺存しているが、その建造物としての歴史的意味  
は認識されず、周辺開発が行われている。   
現在の、大間港の状況を示したのが、（図5－23）である。本港は  
小規模な港であるが、一般的な歴史的建造物に比較すれば相当に大  
きな構築物といえよう。本図からも明らかな如く、大間港の遺構は、   
海岸との関係性を強く有する遺構、即ちウオーターフロントの景観  
を構成している。  
（1）高任地区：この地区の遺構の種類と分布状況を概念的に表したも  
のが（図5－19）である。この遺構は主要道路からかなり奥まった  
場所にあり、企業数地内にある。遺構の内、一般通路から見る事が  
できるのは、道道の割戸、間ノ山の旧鴇鉱所跡及び選鉱所である。  
高任坑周辺の現状は上の写真のようなものである。前章でも述べ   
たごとく、かっての地上施設の殆どが撤去されている。一方、本図  
には表現されていないが、道遊等の旧坑口は鉱山博物館の観光用坑   
口と地下でつながっている。  
第2次大戦前に高任坑及び周辺の景観は、多くの鉱山写真に写さ   
れており（写真）、この高任坑と道遊の割戸によって構成された景観  
が、近代佐渡鉱山の代表的景観の一つと考えられていたようである。   
即ち高任坑周辺の地域の景観は、建造物によって特徴づけられると  
いうよりも、むしろ高任坑を始めとする坑口や割戸などの史跡に   
よって特徴づけられているという事ができる。  
（2）北沢地区：（図5－20）は、この地区の、鉱山遺構の状況を概念   
的に表したものである。本図に示されている如く、この地区は特徴   
的な地形形状を有している。中央に濁川が貫流し、この川を挟んで  
谷興り掌中ミ奥に向かって開発され、ここに様々な製錬施設が建設さ  
れてきた歴史的背景を持っている。  
現在、周囲の山腹は木が生い茂り、南側の斜面には旧選鉱所跡の   
巨大な遺構が階段状の構築物として印象的な姿を現出している。現   
在の主要道路はこの袋状の地形の口で迂回しており、この部分には  
相川郷土博物館などのいくつかの歴史的建築物が残っている。  
5．4．4 まとめ   
近代佐渡鉱山の遠慮及び主要遍路モ面関係首（図5二1猪）に示す云  
この図のように、海岸添いに走る幹線道路より分岐し、大立に至た  
る道路が通る。この道路を軸に、「大立」、「高任」、「問ノ山」、「北   
沢」、「大間」といった、かつての鉱山の拠点が存在し、その場所に   
数多くの近代化遺産が遣存する。この分布は、近代佐渡鉱山の基本  
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図5－21北沢地区遺構のイメージ 建築物によるもの  
図5－22 北沢地区遺構のイメージ 産業遺構によるもの  
システムにも対応している。  
これらの主要遺構は、東西に3キロメートル、南北に1キロメー   
トルの範囲にほぼ納まり、徒歩で移動することも可能である。そし   
て、大間港地区、北沢地区、高任地区等の拠点では、鉱山施設が形  
成する特異な景観が形作られている。この拠点間の道路添いには、  
トンネル跡、石造アーチ橋梁等の遺構が点在し、この道に並行する   
ように、4章で詳細に分析されている伝統的建築群が存在する。  
以上のように、相川町には近代佐渡鉱山の遺構、即ち近代化遺産  
によって形成された特有の雰囲気を持つ建造物群が存在する。しか  
しこの建造物の群は従来のような歴史的建造物が連なって町並みを   
形成しているわけでは無い。相川の近代鉱山遺構（近代化遺産）は  
従来とは形式の異なる建造物群といわねばならない。   
5．5相川町の近代化遺産群の保存について   
5．5．1はじめに  
本節では、相川町の近代化遺産（建造物等）、即ちこれまで論じて  
きた近代佐渡鉱山の遺構について、その保存を如何に行うべきかに   
ついて論じる。本節をもって本章全体の結論とする。  
「伝統的建造物群」の概念は「周囲の環境と一体をなして歴史的   
風致を形成している伝統的な建造物群で価値の高いもの」（28）とされ  
る。従来、このような伝統的建造物群を形成する要素として考えら   
れていた建造物は主として、和風及び洋風の歴史的な建造物であり、   
種類の相違はあっても純然たる建築物が対象となっていた。また、  
その群としての捉え方も一般的に、これらが連続して構成する町並   
みと考えられてきた傾向がある。   
一方、近年「近代化遺産」と言う文化財の概念が定着しつつあ  
る。（29）現在、近代化遺産は、産業・交通・土木に関する建造物を中   
心に調査研究が進められている。   
近代化遺産については、個体としての価値については、与れまで  
も分析が行われたが、近代化遺産が群として存在するとき、如何な  
る観点で捉えるか、ということに関してはわが国でまだ本格的に検   
討されたことがない。  
このような、近代化遺産群を分析する場合、従来の伝統的建造物  
群の分析方式、即ち発展過程の系統化と形態の類型化を軸にとらえ   
ることは難しい。なぜなら、産業施設は頻繁な設備の更新が行われ   
るし、しばしば広域に散在するからである。そして、建築物のよう   
に居住・商業といった比較的限られた機能のみならず、産業施設は   
あらゆる用途のために建設されている。一般的な建築物との最も明  
瞭な相違は、近代化遺産は建造物の為に建造物を建てるのではない  
ことである。それは、産業・交通・土木施設として建設されたので  
あり、建造物設計の際にその芸術的価値が考慮されている、とは言   
いがたい物が多い。   
このような理由から近代化通産群の分析及びその保存方法の策定   
に当たっては、従来の伝統的建造物群の方式とは異なった観点の設   
定が必要となろう。   
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図5－23 大間港現状（断面）図  
5．5．2相川町の近代化遺産群  
近代化遺産は生産のためのシステムを有している場合が多い。近   
代の佐渡鉱山には、顕著にこの傾向がみられ、初期に設定された採   
鉱・選鉱・製錬・運搬の基本システムを明瞭に遺構からとらえる事   
ができる。先ず、相川町の近代化遺産保存に関しては、この点を保   
存に当たって考慮する必要がある。   
次に、近代の佐渡鉱山の拠点として位置付けられていた地域、「高  
任」、「北沢」、「大間」地区は個別の建造物群としてとらえるのでは   
なく、それぞれの相互間を結ぶ関係を重視する必要がある。   
個々の拠点については、現存遺構の状況を考慮しながら、建造物  
群としての整備を行う。この場合、佐渡鉱山の近代化遺産は純然  
たる建造物に限らず、港湾・敷地造成等の土木的構築物、竪坑跡、   
採掘跡等の地上建造物以外の要素も含まれている。  
また、これら遺構群が連続して構成する景観だけに意味を見いだ  
すのではなく、周囲の環境と一体をなして「歴史的な風致」を形成   
していることに意義を見いだすべきである。   
北沢地区を例に取れば、この場所が近代佐渡鉱山の製錬の中心と   
して発展してきたことを考慮し、それに関わる遺構は出来うるかぎ   
り保存するようにする。そして、新しく建造物を建てるときは、こ   
の歴史的な風致を出来るだけ壊さぬようその形態を配慮することが   
望ましい。  
5．5．3遺構の保存方法  
近代化遺産（建造物等）の保存は、多様な段階で行う必要がある。   
近代化遺産には様々な種類、規模、及び保存状況の建造物が含まれ  
るからである。保存方法として、完全な復元から、そのままで保存   
しておくという史蹟的な保存まで、幅広い段階で保存の検討が必要   
となろう。  
また、単に建造物の保存を行うのではなく、機械の類、装置の類   
などが有れば、あわせて保存する必要がある。なぜなら、もともと  
その建造物は機械や装置の覆い、として建造されたと考えることが  
出来るからである。   
保存に当たっては、一部の聴設を代表して残すなど歴史的建造物  
の一部を特化するのではなく、現存する遺構は出来るだけ現地に残  
すということが、現在の欧米で行われている近代化遺産建造物の一   
般的方式である。   
また、近代化遺産に関しては出来るだけその利用と活用を考慮す   
る必要がある。   
現在、佐渡鉱山については、町営の郷土博物館、及び民営の鉱山   
博物館「ゴールデン佐渡」において、鉱山遺産の保存と活用が行わ  
れている。しかし、これらはいずれもー部の近代化遺産の活用にすぎ  
ず、本稿で指摘した多くの鉱山遺構については殆ど利用されていな  
い。相川町の近代化遺産についは、歴史的な風致の保存を考慮した   
包括的な全体的な保存と活用の計画を立てる必要があり、また相川   
の近代化遺産群は充分にこの方法を用いることが可能な蓄積がある。  
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図5－24 遺構の分布範囲及び主要道路  
5．5．4諸外国の例   
欧米では産業遺産（IndustrialHeritage）の保存は積極的に行わ  
れている。しかし、わが国ではその保存は、緒についたばかりとい   
わねばならない。佐渡鉱山は、慶長期から採鉱が始められたとされ   
る、わが国屈指の金鉱山である。その発展は、近代鉱山として再整   
備され明治以降も継続してきた。佐渡鉱山は、17世紀からの継続的  
な歴史を有するのである。このような地域は、欧米ではしばしば、  
野外博物館という構想の基に保存と活用が行われている。  
例えば、イングランド中西部のアイアンブリッジでは、世界で初  
めての鉄の橋と言われる、アブラハム・ダービーⅠⅠⅠ世が建設した橋  
（1779年）を中心に、15平方キロメートルに及ぶ範囲に残る産業記  
念物を以て、アイアンブリッジ峡谷博物館として、歴史的な産業遺  
産の整備と風致の保存が行われているのである。   
この地域を訪れることで、イギリスの産業革命がどのような場所  
から生まれたかについて理解することができるように、地域に残る  
産業遺産群を有機的に結びあわせたネットワークが形成されている。  
また、活用できる建造物は「鉄と溶鉱炉の博物館」、「観光センター」  
等に再利用し、巻揚げ機などの機械類は実際に動かして観覧者に見   
せるという方法が取られている（次ペ⊥ジの写真）。そして、このよ  
うな地域は、「その時代の雰囲気が今に残っている」ことが重要視さ  
れるのである。  
この地域の歴史的雰囲気を残すこと、即ち「周囲の環境と一体を  
なして歴史的風致を形成している」と言い換えてもよいが、全体と  
しての雰囲気を残す事こそがこのアイアンブリッジ峡谷博物館では  
重要と考えられているのである。（30）  
5，5．5 まとめ  
これまで述べたごとく、相川町には近代化遺産は現在も群として   
残っており、わが国の代表的な金鉱山の雰囲気を伝えている。また、  
そこに残る個々の建造物も歴史的、特に技術史的の価値の高いもの  
が多い。  
しかし、このような相川に残る近代の鉱山遺構についてはまだそ  
の価値が十分に認識されていないし、活用もされていないように見   
受けられる。これらの遺構は、わが国の鉱山技術史上重要であると   
言うばかりではなく、他には見られない特有の歴史的風致を形成し  
ているという点は、ほとんど理解されていないようである。  
現存する江戸期以前の鉱山遺構と近代化遺産及び町並み等の歴史   
的遺産を有機的に結びつけ、諸外国での産業建造物の保存方法と歴   
史的風致の形成方法を参考にしながら、相川町に残るの鉱山遺構の   
保存と活用を計ることが必要であると考える。   
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（9）前掲『佐渡金銀山史話』なお本章では日本工学会『明治工業史一   
鉱業編－』昭和5年における佐渡鉱山の記述を多く参考にした。   
（10）相川郷土博物館（写し）蔵発行者山尾ハル   
（11）相川郷土博物館（写し）蔵発行者山尾ハル  
なお、これらは鉱山見物の為に発行されたと思われる。  
（12）前掲『佐渡金銀山史話』  
（13）『佐渡鉱山説明書』明治42年8月12日付 表吾に「日英博覧会へ  
出品ノ為メ正副一通本社鉱山郡へ提出ノ控」と記される。   
（14）東京帝国大学採鉱及冶金学科学生実習報告、東京大学蔵  
（15）同冶金学科学生実習報告、東京大学蔵  
（16）前掲 平沢象二郎実習報告“GeneralDrawingofBatteryAmal－   
gamationWork”等  
（17）三菱セメント株式会社総務部社史編纂室『三菱鉱業社史』昭和51  
年   
（柑）前掲『三菱鉱業社史』なおこの浮遊選鉱場に関する高橋幸三郎の   
論文「佐渡鉱山金銀鉱浮遊選鉱について」は、日本鉱学会の渡辺  
.9.9 
